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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特に照明のための主アームを支持する中央支持体用ポール（６）であって、
　・中心軸線（Ｘ－Ｘ）に沿って延び、
　・締結端部（２０）及び前記締結端部（２０）から離れて位置する自由端部（２２）を
備え、
　・主アーム用の主締結要素（４４）を保持するようになった主ハウジング（４０）を形
成する主管状要素（２４Ａ）を備えるポールにおいて、
　前記ポールは、補助アーム用の補助締結要素（４６）を保持するようになった補助ハウ
ジング（４２）を形成する補助管状要素（２４Ｂ）を備え、
　前記管状要素（２４Ａ，２４Ｂ）の各々は、前記ポール（６）の前記締結端部（２０）
の方へ向いた近位端部（２６Ａ，２６Ｂ）及び前記締結端部（２０）から遠ざかる方へ向
いた遠位端部（２８Ａ，２８Ｂ）を備え、
　前記管状要素（２４Ａ，２４Ｂ）は、押出し品方向（Ｄ）に沿って延びる押出し品（２
４）によって形成されている、ポール。
【請求項２】
　前記主管状要素（２４Ａ）と前記補助管状要素（２４Ｂ）は、互いに異なる軸方向長さ
のものである、請求項１記載のポール。
【請求項３】
　前記主管状要素（２４Ａ）の前記軸方向長さ（Ｌ１）は、前記補助管状要素（２４Ｂ）
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の前記軸方向長さ（Ｌ２）よりも長い、請求項２記載のポール。
【請求項４】
　前記管状要素の前記近位端部（２６Ａ，２６Ｂ）は、軸方向に同一高さ位置であり、前
記中央ポール（６）の前記締結端部（２２）は、前記主及び前記補助管状要素（２４Ａ，
２４Ｂ）によって形成されている、請求項３記載のポール。
【請求項５】
　前記主管状要素の前記遠位端部と前記補助管状要素の遠位端部は、軸方向に同一高さ位
置である、請求項１～３のうちいずれか一に記載のポール。
【請求項６】
　前記主管状要素（２４Ａ）の前記遠位端部と前記補助管状要素（２４Ｂ）の前記遠位端
部は、互いに軸方向にずれている、請求項１～４のうちいずれか一に記載のポール。
【請求項７】
　前記管状要素（２４Ａ，２４Ｂ）は、材料結合により互いに連結されている、請求項１
～６のうちいずれか一に記載のポール。
【請求項８】
　前記材料結合は溶接である請求項７に記載のポール。
【請求項９】
　前記締結端部（２０）は、前記押出し品（２４）の母線（Ｇ）によって定められた輪郭
の断面を備えている請求項１記載のポール。
【請求項１０】
　前記締結端部（２０）は、前記母線（Ｇ）によってのみ定められた輪郭の断面を備えて
いる請求項９記載のポール。
【請求項１１】
　前記中央ポール（６）の前記自由端部（２２）は、前記押出し品（２４）の母線（Ｇ）
によってのみ定められた輪郭の断面を備えている、請求項１～１０のうちいずれか一に記
載のポール。
【請求項１２】
　前記押出し品（２４）は、主押出し品部分（２４Ａ）及び補助押出し品部分（２４Ｂ）
を有する、請求項１～１１のうちいずれか一に記載のポール。
【請求項１３】
　前記押出し品（２４）は、前記自由端部（２２）に隣接して位置し、前記押出し品（２
４）の輪郭の母線の内部にのみ位置した輪郭の断面を備える端部（３４）を有する、請求
項６に従属した請求項１～１２のうちいずれか一に記載のポール。
【請求項１４】
　前記押出し品（２４）は、アルミニウム軽合金の押出し品である、請求項１～１３のう
ちいずれか一に記載のポール。
【請求項１５】
　前記補助締結要素（４６）は、前記自由端部（２２）の方に向いた方向において前記補
助ハウジング（２４Ｂ）を越えて延びる支持ブッシュである、１～１４のうちいずれか一
に記載のポール。
【請求項１６】
　特に照明用の分配支持体であって、中央ポール（６）及び少なくとも１つの主支持アー
ム（８，１０）を有する形式の支持体において、前記中央ポール（６）は、請求項１～１
５のうちいずれか一に記載の中央ポールである、分配支持体。
【請求項１７】
　前記管状要素（２４Ａ，２４Ｂ）とは別個の部品により構成された締結スリーブが、前
記主ハウジング内に挿入されている、請求項１６記載の支持体。
【請求項１８】
　前記中央ポール（６）は、主アーム（８，１０）を締結する中央チャネル（４０）及び
補助アーム（１２，１４）を締結する少なくとも１つの側チャネル（４２）を有し、前記
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チャネル（４０，４２）の各々の中には、アームを支持するようになった支持ブッシュ（
４４，４６）が挿入されている、請求項１６又は１７記載の支持体。
【請求項１９】
　請求項１～１５のうちいずれか一に記載のポールを製造する方法であって、
　以下の連続した工程、即ち、
　・押出しブランクを用意する工程、
　・前記押出しブランクを前記押出し品の長さに一致した長さに切断する工程、
を有する、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に照明のための主アームを支持する中央支持体用ポール又は柱であって、
　・中心軸線に沿って延び、
　・締結端部及び締結端部から離れて位置する自由端部を備え、
　・主アーム用の主締結要素を保持するようになった主ハウジングを形成する主管用要素
を備えるポール又は柱に関する。
　本発明は特に、手術室内の照明のための配電支持体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　手術室の天井に取付け可能な分配支持体が知られており、これら分配支持体は、複数の
分配アームを吊り下げる中央ポールを有している。
　各分配アームは、自由端部を備えており、この自由端部には、照明器具又は外科手術に
有用な他の幾つかの器具、例えばモニタスクリーン又は流体及び電気を分配（本明細書に
おいては「分配」という用語は「配電」を含む）するモジュールが締結されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　先行技術のポール及び設備は、多数の部品で構成され、製造費用及び組立て費用が高く
なっている。
　本発明の目的は、上述の欠点を軽減し、製造が容易且つ安価な分配支持体用ポールを提
案することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この目的のため、本発明は、上述した分配支持体用ポールであって、補助アーム用の補
助締結要素を保持するようになった補助ハウジングを形成する補助管状要素を備え、管状
要素の各々は、ポールの締結端部の方へ向いた近位端部及び締結端部から遠ざかる方へ向
いた遠位端部を備えている、ポールを提供する。
【０００５】
　特定の実施形態では本発明のポールは、以下の特徴のうち１以上を更に有する。
　・主管状要素と補助管状要素は、互いに異なる軸方向長さのものである。
　・主管状要素の軸方向長さは、補助管状要素の軸方向長さよりも長い。
　・管状要素の近位端部は、軸方向に同一高さ位置であり、中央ポールの締結端部は、主
及び補助管状要素によって形成されている。
　・主管状要素の遠位端部と補助管状要素の遠位端部は、軸方向に同一高さ位置である。
　・主管状要素の遠位端部と補助管状要素の遠位端部は、互いに軸方向にずれている。
　・管状要素は、材料結合法、特に溶接により互いに連結されている。
　・管状要素は、押出し品方向に沿って延びる押出し品によって形成されている。
　・締結端部は、押出し品の母線によって定められ、好ましくは母線によってのみ定めら
れた輪郭の断面を備えている。
　・中央ポールの自由端部は、押出し品の母線によってのみ定められた輪郭の断面を備え
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ている。
　・押出し品は、自由端部に隣接して位置し、押出し品の輪郭の母線の内部にのみ位置し
た輪郭の断面を備える端部を有する。
　・押出し品は、アルミニウム軽合金の押出し品である。
【０００６】
　本発明は又、特に照明用の分配支持体であって、中央ポール及び少なくとも１つの主支
持アームを有する形式の支持体において、中央ポールは、上述した中央ポールである、分
配支持体を提供する。
【０００７】
　特定の実施形態では、支持体は、以下の特徴を更に有する。
　・管状要素とは別個の部品により構成された締結スリーブが、主ハウジング内に挿入さ
れている。
　・中央ポールは、主アームを締結する中央チャネル及び補助アームを締結する少なくと
も１つの側チャネルを有し、チャネルの各々の中には、アームを支持するようになった支
持ブッシュが挿入されている。
【０００８】
　本発明は又、上述したポールを製造する方法であって、
　以下の連続した工程、即ち、
　・押出しブランクを用意する工程、
　・押出しブランクを押出し品の長さに一致した長さに切断する工程、
を有する、方法を提供する。
【０００９】
　本発明の内容は、単に例示として与えられ、添付の図面を参照して行なわれる以下の説
明を読むと一層よく理解できよう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図１は、全体を符号２で示された本発明の分配支持体を示している。
　支持体２は、円板４の形態をした締結用フランジと、２本の主アーム８，１０及び２本
の補助アーム１２，１４を備えた中央ポール６とを有する。分配支持体２は、病院内の部
屋、例えば手術室の天井に締結用フランジ４を介して取付け可能である。
　主アーム８，１０又は補助アーム１２，１４は各々、それぞれの端部のところに、器具
、例えば照明器具１６、スクリーン１８又は流体及び電気分配ブロック１７を支持するよ
うになっている。
　支持体２についての形態の一例が、図３に示されている。主アーム８，１０は各々、照
明器具１６を支持し、補助アーム１２，１４は各々、モニタスクリーン１８を支持してい
る。
【００１１】
　図２を参照すると、中央ポール６は、ねじ（図示せず）により締結用フランジ４に締結
された締結端部２０を有し、この中央ポールは、その締結端部２０から離れて位置する自
由端部２２を更に有している。取付け状態では、締結端部２０は、ポール６の頂端部を構
成し、自由端部２２は、底端部を構成する。
　変形例では、フランジ４は、ポール６に溶接される。
　ポール６は、取付け状態では鉛直である中心軸線Ｘ－Ｘに沿って延びている。
　中央ポール６は、押出し品２４によって構成され、この押出し品は、軸線Ｘ－Ｘに平行
な押出し方向Ｄに延びている。
　押出し品２４は、中央押出し品部分である主押出し品部分２４Ａ及び側押出し品部分で
ある２つの補助押出し品部分２４Ｂによって構成されている。
【００１２】
　主押出し品部分２４Ａは、軸線Ｘ－Ｘに沿って測定して長さＬ１のものであり、補助押
出し品部分２４Ｂは各々、軸線Ｘ－Ｘに沿って測定して軸方向長さＬ２のものである。
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　主押出し品部分２４Ａは、近位端部２６Ａを有し、補助押出し品部分２４Ｂの各々は、
それぞれの近位端部２６Ｂを有し、これら端部２６Ａ，２６Ｂは、締結端部２０の方へ向
いている。近位端部２６Ａ，２６Ｂは、互いに同一高さ位置にあり、締結端部２０を構成
する。
　主押出し品部分２４Ａは、遠位端部２８Ａを形成し、押出し品部分２４Ｂは各々、それ
ぞれの遠位端部２８Ｂを形成している。これら端部２８Ａ，２８Ｂは全て、自由端部２２
の方へ向いている。
　長さＬ１は、長さＬ２よりも長く、したがって端部２８Ｂは、端部２８Ａから軸方向に
ずれていて端部２８Ａがポール６の自由端部２２を形成するようになっている。
　さらに、押出し品２４は、方向Ｄに延び、押出し品２４の輪郭を形成する直線状母線Ｇ
を有している。かかる母線Ｇの１つが、図１に示されている。
【００１３】
　再び図２を参照すると、締結端部２０は、前面３０を有し、この前面３０は、押出し方
向Ｄに垂直に延びていて、押出し品２４の母線Ｇによってのみ定められた輪郭を持つ押出
し品の断面を形成している。この締結端部２０は、単に軸線Ｘ－Ｘに垂直に切断するだけ
なので製造が非常に容易である。
　押出し品２４は、自由端部２２を形成し、母線Ｇの内側にのみ位置する輪郭を備える軸
線Ｘ－Ｘに垂直に取った断面の前面３２を有している。
　具体的に説明すると、押出し品２４は、自由端部２２に隣接して位置し、母線Ｇによっ
て定められた輪郭の内部に全体が位置する輪郭を備えた断面の端部３４を有している。こ
の端部３４は、円形断面の円筒形外面を有し、この端部３４は、押出し品２４の残部と一
体に作られる。かくして、端部３４は、締結用スリーブを構成している。
　主押出し品部分２４Ａは、軸線Ｘ－Ｘ回りに円形断面の単一中央チャネル(channel)４
０を形成し、補助押出し品部分２４Ｂは各々、単一の側チャネル４２を形成し、各側チャ
ネルは、軸線Ｘ－Ｘに平行なそれぞれの軸線Ｙ－Ｙに沿って延びている。中央チャネル４
０は、前面３２に向かって開口している。
【００１４】
　主支持ブッシュ４４が、中央チャネル４０内に挿入されてこの中に締結されている。こ
のブッシュ４４は、２本の主アーム８，１０を支持している。
　補助支持ブッシュ４６は、側チャネル４２の各々の中に挿入されてこの中に締結され、
これらブッシュ４６は各々、補助アーム１２，１４の各々をそれぞれ支持している。
　さらに、各補助支持ブッシュ４６は、自由端部２２の方へ向いた方向に対応の側チャネ
ル４２を越えて延びている。
　より正確にいえば、ブッシュ４４，４６は各々、玉軸受を支持し、かかる玉軸受により
、アーム８～１４は、ポール６にヒンジ止めされている。
　かくして、中央チャネル４０は、ブッシュ４４のための主ハウジングを形成し、各側チ
ャネル４２は、ブッシュ４６の各々のための補助ハウジングを形成している。
【００１５】
　チャネル４０，４２の各々の中には、電力ケーブル又は流体供給管、或いは流体供給ラ
インと兼用の電気供給ラインを含む動力ライン５０が延びている。各ライン５０は、関連
のチャネル４０，４２に沿って長さＬ１又はＬ２にわたって延びている。かくして、ライ
ン５０を隠す別個の部品が不要である。
　観察されるべきこととして、押出し品２４は好ましくは、アルミニウム軽合金の押出し
品であり、それにより軽量の支持体が得られる。
　ライン５０は、補助ブッシュ４６と補助アーム１２又は１４との間で１つの９０°曲が
り部に沿って延びている。
【００１６】
　中央ポール６を次のように製造する。
　先ず最初に、押出し品部分２４Ａの長さＬ１よりも長く又はこれに等しい長さであるが
押出し品２４の断面と同一の断面の押出しブランクを用意する。
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　しかる後、必要に応じて、押出しブランクを押出し方向Ｄに垂直に一端部のところで切
断して押出し品２４の締結端部２２を形成し、そして又、押出しブランクの他端部を、同
様に押出し方向Ｄに垂直に且つ端部２６から押出し品部分２４Ａの長さＬ１に等しい距離
のところで切断する。
　しかる後、端部３４を機械加工して例えば施削により切り屑を除去する。
【００１７】
　支持体を次のように組み立てる。
　先ず最初に、締結用フランジ４をポール６の締結端部２２にねじ止めする。
　しかる後、支持ブッシュ４４，４６をねじによってチャネル４０，４２内に締結する。
　最後に、主アーム８，１０を玉軸受により支持ブッシュ４４に締結し、補助アーム１２
，１４を同様に軸受により支持ブッシュ４６に締結する。
【００１８】
　図４及び図５は、支持体２の変形例を示している。
　以下の説明は、支持体２と比較した場合の相違点のみに関する。同一又は類似の要素に
は同一の符号が付けられている。
　図４の支持体には、１本の主アーム１０しか備えておらず、主アーム８は、省かれてい
る。その結果、支持ブッシュ４４は、図３の支持体２のブッシュ４４よりも軸方向に短い
。
　図５の支持体２は、１本の主アーム１０しか備えておらず、これには流体及び電気分配
ブロック１７が固定されている。
【００１９】
　変形例（図示せず）では、押出し品２４の自由端部２２は、押出し品２４の母線Ｇによ
ってのみ定められた輪郭の断面を有している。かかる状況下においては、遠位端部２６Ａ
，２６Ｂは、軸方向に同一高さ位置である。押出し品２４の端部２２は、押出し品を押出
し方向Ｄに横断方向に切断することによってのみ得られる。この変形例は、補助アームに
とって有効な角度範囲を増大させる。
　かかる状況下においては、ポール６は、押出し品２４とは別体であって、その遠位端部
に締結される部品により構成された中央締結スリーブを有するのがよい。かくして、ポー
ルの自由端部は、中央締結スリーブによって形成されている。
【００２０】
　変形例では、ポールは、各々が単一のチャネルを有する３つの管状部品を互いに溶接す
ることにより作られる。
　中央ポール６の一部を形成するために押出し品を用いることは、互いに組み立てられる
必要のある個々の部品の数を減少させるのに役立ち、したがって支持体２は、製造が安価
である。
　加うるに、押出し品２４は、断面が大きく、したがって所与の重量について高度の剛性
を備える。
　本発明のポールにより、これを病院内に据え付ける場合、追加のアームを適所に配置す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の分配支持体の斜視図である。
【図２】本発明の支持体の部分断面側面図である。
【図３】２つの照明器具及び２つのモニタスクリーンを備えた図１の分配支持体の斜視図
である。
【図４】分配支持体の変形例を示す図である。
【図５】分配支持体の変形例を示す図である。
【符号の説明】
【００２２】
　２　分配支持体
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　４　締結用フランジ
　６　中央ポール又は柱
　８，１０　主アーム
　１２，１４　補助アーム
　２０　締結端部
　２２　自由端部
　２４　押出し品
　２４Ａ　主押出し品部分
　２４Ｂ　補助押出し品部分
　２６Ａ，２６Ｂ　近位端部
　２８Ａ，２８Ｂ　遠位端部
　４０　中央チャネル
　４２　側チャネル
　４４　主支持ブッシュ

【図１】 【図２】
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【図５】
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